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統合モデリング及び地球温暖化研究ワークショップ概要
地球環境フロンティア研究センター（FRCGC）では、横浜研究所交流棟において10月25日（月）～29日(金)にかけて、「IGBP/AIMES Task Force Meeting 2004」, 「IGBP/AIMES & WCRP/WGCM Joint Meeting 2004（仮称）」、「Workshop on Climate Change Research」を開催する。また、WCRP/WGCMと気象庁が主催の「Eight session of the JSC/CLIVER Working Group on Coupled Modeling (WGCM)」に開催場所を提供する。
背景： 

文部科学省からの委託業務であるIPCC WG1（気候変動に関する政府間パネル　第一作業部会）国内支援業務（共生２に予算配分）の一環として、IPCC WG1国内支援事務局では、IPCC　AR4（第4次報告書）作成開始のできるだけ早い時期に、WG1共同議長を招聘し、日本のAR4への取り組みを紹介する機会を検討していた。
一方、2004年10月に、筑波において、国際プロジェクトIGBP(International Geosphere-Biosphere Programme:地球圏－生物圏国際協同研究計画)のサブプロジェクトの一つであるAIMES（Analysis, Integration ad Modelling of the Earth System：地球変動の解析・統合・モデリング）と、WCRP(World Climate Research Programme:世界気候研究計画)の国際研究グループであるWGCM（Working Group on Coupled Modelling:結合モデリング作業部会）が、「IGBP/AIMES Task Force Meeting」と「Eight session of the JSC/CLIVER Working Group on Coupled Modeling (WGCM)」の開催を予定していた。　両会合とも、地球温暖化予測研究に直接関係するものであり、IPCC　AR4の執筆者や、AR4に貢献するとみられる海外の研究者が多数参加している。この機会に、WG1共同議長を招聘し、AR4に貢献する研究者も含めて、共生プロジェクトを中心に、日本の取り組みを紹介するとともに、国外の研究者との情報交換の場を持つこととした。
地球シミュレータ見学も行う為、横浜研究所で開催することが望ましい。したがって、すべての会合・ＷＳを横浜研究所にて開催することとした。
  各会合・WSの趣旨：
・ ｢IGBP/AIMES Task Force Meeting 2004｣

　　AIMES（Analysis, Integration and Modelling of the Earth System：地球システムの解析・統合・モデリング）は旧GAIM（Global Analysis, Integration, and Modelling: 地球変動の解析・解釈・モデリング）の活動を引き継ぐものであり、国際プロジェクトIGBP (International Geosphere-Biosphere Programme: 地球圏−生物圏国際協同研究計画)のサブプロジェクトの一つである。　IGBPの各サブプロジェクトが取り扱う課題は大気化学・生態学・海洋学など多岐に渡っており、そこから得られた他分野にまたがる知見を、特にモデリングという手段で統合・整理するのがAIMESの主な役割である。

　　　AIMESはこれまで、年１回の頻度でタスクフォースメンバーによる会合を開催してきたが、今年は日本で開催することになり、２日間の日程で共生課題２も参加するC4MIP（炭素循環・気候結合モデル相互比較プロジェクト）の実行計画の検討等、AIMESの今後の運営方針について話し合う。

　　　IGBPやAIMESはその名が示す通り共生課題２とは関連の深い国際プロジェクトであり、今回その会合に運営レベルから積極的・主導的に関与することは、研究成果を国際的に発信していく上で非常に有効である。（アジェンダ案：資料1）
・ 「IGBP/AIMES & WCRP/WGCM Joint Meeting 2004」
　　　　　　IGBPは、政府機関・NGO双方を含む多くの地球環境変化関連の国家・国際機関と協力関係にあるが、WCRP（World Climate Research Programme：世界気候研究計画）は、その主要なパートナーである。

　　今回、AIMESの会合開催と同時期にWCRP（World Climate Research

Programme：世界気候研究計画）の国際研究グループであるWGCM（Working Gtoup on Coupled Modelling：結合モデリング作業部会）による研究集会が日本で開催されることから、WCRPとIGBPの今後の連携について議論する機会を持ってはどうかということになった。

　　　WCRPのような地球環境研究プロジェクトとIGBPとの連絡窓口という役割は、AIMESの重要な役割の一つであり、今後の両プロジェクトの発展のためにも非常に有意義なことである。（アジェンダ案：資料2）
・ 「Workshop on Climate Change Research」

IPCC AR4の執筆者も内定し、本年9月に、第1回執筆者会合が、

また、10月には、”Zero order draft”の作成が始まるのを期に、WG1共同議長およびＡＲ４執筆者等、AR4に貢献する専門家を招聘し、日本の地球温暖化研究の取り組みを紹介し、両議長および執筆者間との意見交換によって、WG1全体としてのＡＲ４への貢献に資する。（アジェンダ案：資料３）

· 「Eight session of the JSC（Joint ｓcientific committee for the WCRP）/CLIVER （Climate variability and predictability study）Working Group on Coupled Modeling (WGCM)」

結合モデルの欠点の分析と検証の為の見直しと育成を行う、第8回WGCM国際研究集会。国内のホストは気象庁が担っている。当初、筑波で開催予定であったが、Joint meetingとWSへ参加の為の移動時間を考慮にいれ、横浜研究所に場所を変更した。したがって、FRCGCは、本会合については、会場・設備の提供のみ行う。

経費等：　

それぞれの会合・ＷＳの活動趣旨から、「IGBP/AIMES Task Force Meeting 2004」と「Workshop on Climate Change Research」にかかる費用（招聘旅費・滞在費等）は、共生２（IPCC含む）及びAIMESの予算で負担する。「IGBP/AIMES & WCRP/WGCM Joint Meeting 2004」は、IGBP/AIMES分は、共生２とAIMES，WCRP/WGCM分は共生４・気象庁・WGCMで負担する。
日程：
25/26日は、AIMESとWGCMのそれぞれの会合を平行して開催。27日は、午前AIMS/WGCM合同会合　午後は、WGCM会合。ＥＳ見学を行う。28/29日は、WG1 Co-chairs及びAR4執筆者等を招いた国際WS。ES見学も行う。

	日程
	10/25(月)・26(火)
	27（木）
	28(木)・29（金）

	会合

(主催)
	終日：

「IGBP/AIMES Task Force Meeting 2004」

(IGBP/AIMES&FRCGC)
	午前：「IGBP/AIMES & WCRP/WGCM Joint Meeting 2004 」(IGBP/AIMES&WCRP/WGCM&FRCGC)

ES見学

午後： 「Eight session of the JSC/CLIVER Working Group on Coupled Modeling (WGCM)」

（WGCM　＆JMA）
	終日：「Workshop on Climate Change Research」 (FRCGC, AIMES, WGCM, JMA, MEXT,日本学術会議、総合科学技術会議　等検討中)

ES見学

	
	終日：「Eight session of the JSC/CLIVER Working Group on Coupled Modeling (WGCM)」

（WGCM　＆JMA）
	
	

	場所
	三好記念講堂

交流棟小会議室
	三好記念講堂

交流棟小会議室
	三好記念講堂


　
資料１
IGBP/AIMES Task Force Meeting 2004（仮称）

October 25-26, 2004

Yokohama, Japan

Agenda

(draft)

Monday, October 25
10:00-12:00

· 開会の挨拶

· AIMESの最近の活動状況について

12:00-13:00　Lunch

13:00-15:00

・炭素循環−気候結合モデル相互比較プロジェクト(C4MIP)について

・既存の地球システムモデルについての概観

15:00-15:30　Coffee break

15:30-17:00

· AIMES関連活動の具体的成果について

Tuesday, October 26
10:00-12:00

・「地球システム科学パートナーシップ（ESSP）」におけるAIMESの役割について

· AIMESがより多くの地球環境科学関連コミュニティと協力していく為の具体策について

12:00-13:00　Lunch

13:00-15:00

・地球環境科学と社会科学との連携強化について

15:00-15:30　Coffee break

15:30-17:00

・その他懸案事項の検討

· 閉会の挨拶

資料２
IGBP/AIMES & WCRP/WGCM Joint Meeting 2004（仮称）

October 27, 2004

Miyoshi Memorial Auditorium, YES, Japan

Agenda

(Draft)

9:00-11:00 

· 開会の挨拶

· AIMESの最近の活動状況について

· WGCMの最近の活動状況について

11:00-11:20  Coffee break

11:20-13:00

・ESSP推進へ向けた、AIMESとWGCMの役割
・全球炭素計画(GCP)について
· 全球水システムプロジェクト(GWSP)について
13:00       Adjourn

13:00-14:00　Lunch

14:00       ES Tour (AIMES group)

            WGCM session & ES tour (WGCM group)
資料３
“Workshop on Climate Change　Research”
Yokohama, Japan
October 28 and 29, 2004

Agenda　

(Draft)
Thursday, October 28 

09:00  Opening remarks 
－関係機関代表（省庁、JAMSTEC理事長等）（5 min） 

－松野FRCGCセンター長（5min） 

09:10  Keynote speech
－Susan Solomon　& Qin Dahe,IPCC/WG1 Co-chair　(30min)
09:40  Earth Simulator tour & Coffee break (30min)

10:10  Session 1: Introduction of Japanese activities toward IPCC AR4 
by utilizing ES
－共生1a (60min)
－共生1b (60min)
            －共生2 (60min)
13:10  Lunch　（90 min）
14:40      －共生４ (60min)
      －次世代モデル（大気＋海洋各モデル） (60min)
16:40  Session 2: 日本GAIM (30min)
17:10  Session 3: Introduction of Japanese activities for carbon cycle research
（炭素素循環プロジェクト＆GOSAT） (40min)
17:50  Adjourn

18:00-20:00 Reception @ Guest House

Friday, October 29

09:00  Session 4: Introduction of international activities (全員20 min)
－G. Brasseur(IGBP) ………  Atmospheric chemistry
－C. Prentice(AIMES) ……….Ecosystem Model
－J. Mitchell (WGCM) ……….CGCM

－G. Meehl(WGCM) ………….WGCM
10:20  Coffee break (15min)

10:35  Session 5 : Paleoclimate & Conver belt (全員30min)
－Braconnot(WGCM) …………Paleoclimate Model 
－J. Overpeck ……………………paleoclimate
－A. Weaver ……..Ocean
12:05  Session 6 : Cloud & Aerosol (全員30min)

－Bryant MCAVANEY ((WGCM, AR4 Ch8章RE）… 雲フィードバック相互比較プロジェクト
－U. Lohmann ……………..........…Aerosol 

13:05 Lunch (90min)

14:35 Session 7: Carbon cycle (including Marin ecosystem)　（全員30分）

　　　  －P. Cox(AIMES, Hadley C.) ……..Carbon Cycle(Terrestrial)
　　　 　　   －P. Friedlingstein(AIMES) ………Carbon Cycle(Terrestrial)
－C. Le Quéré(AIMES) …………...Carbon Cycle(Marine)
－K.Denman …………………………Marine Ecosystem
16:35 Coffee break (15min)

16:50 Overall discussion （40min）      

17:30 Close
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